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ハードカバー絵本

定価550円（本体500円）

丈夫で豪華なハードカバーの
絵本シリーズを月々 550円でお手もとに！

23×20cm　28〜32ページ
小
学
校

国
語
教
科
書

と
同
じ

縦
書
き
！

小
学
校

一
年
生
の

漢
字
使
用読めば元気が出る楽しい昔話をラインアップ！

４月配本『いっすんぼうし』より（文／関根榮一　絵／村上 豊）

元気が出る昔話がいっぱい！
「いっすんぼうし」「かえるの わらいばなし」
「ちからたろう」など、読むと元気が出る楽しい
昔話をバラエティー豊かに取り上げました。

毎月、昔話を
読みながら、
日本の文化や
くらしを楽しく学べる
コーナーです。

いっすんぼうしの

「いっすん」て

なあに？

「日本のむかしばなし」で
おぼえよう！

月々わずか 550 円（税込）で全12冊（毎月１冊配
本）がそろう本格派の昔話絵本シリーズです。年
間定期購読により、豪華なハードカバーの絵本が
廉価でお求めいただけます。

小学校国語教科書と
同じ縦書き！

日本語を大切にし、小学校国語教科書と
同じ縦書きを採用しています！ また、小
学校１年生で習う漢字を使用しています。

７月配本『うなぎの 天のぼり ほか』より
（文／小沢 正　絵／福田岩緒）

12 月配本『じゅうにしの はなし』より
（文／関根榮一　絵／岡本颯子）

６月配本『かえるの わらいばなし』より
（文／岡本一郎　絵／和歌山静子）
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ふくろうの 
そめものや
文／小沢 正　
絵／はやし らん

たぬきの 糸車
文／木暮正夫　
絵／水野二郎

はつゆめ
ちょうじゃ
文／渋谷 勲　
絵／梅田俊作

染め物屋にやってきたまっ
白なからすは、どんな色に
染めても文句ばかり。あわ
てたふくろうは…。

ある日、おかみさんは罠に
かかったたぬきを助けまし
た。そのたぬきは、実は…。
心あたたまる昔話。

よい初夢を見た太郎。鬼に
せがまれ鬼の宝物と初夢を
交換することに。スケール
の大きな昔話。

かえるの 
わらいばなし
文／岡本一郎　
絵／和歌山静子

うなぎの 
天のぼり ほか
文／小沢 正　
絵／福田岩緒

へっこき 
よめさん
文／小沢 正　
絵／長谷川知子

しっぽの つり
文／山本和子　
絵／梶山俊夫

ちからたろう
文／片岡 輝　
絵／村上 豊

いつもいばっている大がえ
るは、自分より大きな生き
物を見たと聞くと、おなか
をふくらませ始めます。全
３話収録。

一日中寝てばかりの寝太郎。
しかし昔は働き者だったの
です。ある日寝太郎はむっ
くり起き上がり…。

きつねにだまされたかわう
そ。仕返しに教えたのは、
真夜中に川にしっぽをた
らす魚の釣り方でした。朝、
きつねのしっぽは…？

りゅうぐうへ 
いった さる
文／香山美子　
絵／間瀬なおかた

いっすんぼうし
文／関根榮一　
絵／村上 豊

じゅうにしの 
はなし
文／関根榮一　
絵／岡本颯子

小さな一寸法師は針の刀を
腰にさし、おわんの舟で都
を目指します。最も有名な
昔話のひとつ。

病気にかかってしまったお
とひめさまを治すにはさる
の肝が必要です。そこでか
めがさるを捕まえてくるこ
とに。

元日の朝、早く来た順に 12
番目までをその動物の年に
すると聞いて、みんな大は
りきり。十二支の由来話。

ごんべえがうなぎをつかも
うとすると上に向かって、
つるっ！ 天までうなぎを追
いかけていくと…。全３話
収録。

息子の嫁さんは気だてがよ
くて働き者。でも、嫁さん
のおならは、息子のお母さ
んを吹き飛ばすほど！

おじいさんとおばあさんの
体のあかから生まれた力太
郎は大飯食らい。金棒を持っ
て旅に出ます。

さんねん 
ねたろう
文／こわせ・たまみ　
絵／清水耕蔵

日本の昔話 は、一年間こんなお話をお届けします。




